
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 26年度 各会計予算を可決！ 
 

本年３月１１日で東日本大震災が発生して、３年が経ちました。被

災され、生活再建に取り組んでおられる被災者並びに関係者の皆様に

あらためてお見舞い申し上げます。 

未だ仮設住宅などで避難生活を余儀なくされている方々は２７万

人に及んでいます。一方、宮城・岩手両県では本年3月末でがれき処

理の見通しがつきました。東北では風評被害・風化との戦いが続いて

います。これからも一層の支援に向け取り組んで参ります。 

般会計予算は過去最大の予算額であ

ることを表明しました。平成２６年度予

算は、『地域の活力と魅力を創造し、区

民の誰もが安全で安心して暮らすこと

ができる港区を実現するための予算』

として、高齢者・障害者・子ども等、あら

ゆるライフステージに応じた施策を計

上。２０２０年東京オリンピックの成功を

目指し、観光など各分野の重層的なプ

ランの策定に取り組むとしています。 

 

 

 

平成 26 年度予算の
主な事業について 
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【地域の活力と魅力 

を高めるための取組】 

・田町駅東口公共公益施設の整備 

・麻布図書館の改築 

・広尾駅自転車駐車場等の整備 

・旧国立保健医療科学院の整備 

【高齢者や障害者など、誰もが 

安心して暮らせるための取組】 

・知的障害者グループホーム（芝浦） 

・精神障害者グループホーム（民間） 

・西麻布いきいきプラザ等改築 

・サービス付高齢者向け住宅（Ｈ28年完成） 

【子どもの笑顔があふれる健やかな 

成長に向けた取組み】 

・西麻布保育園 他３園改築 

・緊急暫定保育室（２室） 

・私立保育園誘致（９園） 

・周産期医療、小児医療体制の充実 

・ 

平成２６年港区議会第一回定例

会が２月１９日（水）から３月１８日

（火）までの２８日間開催。２月１９日

（水）に所信表明演説。２０日、２１

日に代表・一般質問を行いました。 

武井区長は、港区の人口は約２

３万５千人となり、あらゆる世代で増

加。平成２６年の一般会計予算は２

５年度に比べて 239億円、２０．６％

増の 1,397億 2,000万円となり、一 

 

 
武井区長が所信表明演説 



平成２６年１月２３日（木） 

港区商店街連合会の賀詞

交歓会が実施された。 

商店街の活性化に取り組

む商店や商店会長が受

賞。武井区長は今後の商

店街の活性化に向け、最大

限支援していくと力説。 

ひとりの声を大切に 

 

お問い合わせはこちら 

視察～議会ペーパーレス化の現状を学習 
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１月３１日（金）、武井区

長・議長・各会派幹事

長・地元町会長代表は

防衛省に対し、六本木

米軍ヘリポート用地の

早期返還を要請した。 

港区商店街連合会の賀詞交歓会が開催 

沖縄米軍基地を視察～基地問題を学習 

２月４日、５日と沖縄県・

那覇市・普天間など米軍

基地の状況を視察。六

本木の米軍ヘリポートの

早期返還を進めるため

の意見交換を行った。 

ＩＴＣ利用で議会のペーパーレス化を要望 

区民の皆様、温かな季節となりました。お身体ご自愛のうえ、ご活躍下さい。 

活動記録 

 

 

２月１７日、港区議会公明

党は資料の削減と議会運

営の効率化を進めるため、

インターネット・タブレットの

促進を議長に要望。運営

委員会で検討となる。 

 

１月２３日（木）、議会・行政

側のペーパーレス化を進め

ている逗子市を視察。導入

に向けた課題・導入後の効

果。今後目指すべき方向性

など多義にわたって研修。 

六本木・米軍ヘリポートの返還要請を実施 

港区議会第一回定例会が

２月１９日（水）から開催さ

れた。併せて開会された平

成２６年度予算特別委員会

では慎重審議を重ね、一般

会計予算（案）、他３案を賛

成多数で可決した。 

３月２５日、港区立赤坂小

学校第２１回卒業式に参

加。卒業生５５人の晴れの

門出をお祝いする。６年生

２クラスの小規模校である

が、きめ細やかな教育で一

人一人を大切にしている。 

平成２６年度予算４案が可決 赤坂小学校卒業式－晴れの門出を祝う！ 

 

 

 

 

 

  


